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親として…
ＰＴＡ会員 上田亜希子

最近の私は、娘から見ると少々口うるさい母

親だと思う。小学生になった娘に「考えて行動

する」ということを少しでも身につけて欲しい

と思うのだが、なかなか親の思うとおりにはい

かないからだ。もちろん、活発なところやあま

り動じないところ、いつまでもくよくよしない

ところなど、娘にもいいところ（？）はたくさ

んある （念のため…）ただ「こうあってほし。

い」と欲深に思うあまり、その通りにしてくれ

ない“まだ７歳”の娘とつい衝突してしまうの

だ。これが他人の子なら「まだ小学生じゃない

の、これからよ 」と思えることも、自分の子。

だとそうもいかない。とは言え、今はまだ些細

な問題ばかりでそれほど深刻にならないで済ん

ではいるが。

以前に少子化の影響からか、親が子供に手を

かけすぎて子離れができにくくなっていると聞

いたことがある。子供のことを自分のことのよ

うに感じて一喜一憂し、自分の理想を「あなた

のため」という大義名分で押しつける。挫折な

どしようものなら同じようにショックを受けう

ろたえ、逆に子供を叱責してしまう 「しっか。

りしなさい 「もっと頑張らなきゃ」と。今の」

私はそんな親かもしれない （まあ、７歳の娘。

から子離れするには、まだ早いと思うが ）。

娘は生まれた時、未熟児だった。他のどの子

よりも小さな娘は「ただただ健康に育ってさえ

くれればいい」と思える存在であり、それは今

でも変わっていない。しかし、これからどんど

ん成長していく娘は、親が気に入ろうが入るま

いが、自分の意思で色々なことを決定しながら

自分の人生を歩いていくだろう。その過程には

失敗や挫折もあるはず。そういう時にこそ、傷

ついた娘をしっかり抱きしめ「大丈夫だよ」と

言ってやれるだろうか。子供の人生をどれだけ

客観的に見ることができるか、不出来でも気に

入らなくても、ありのままの子供をしっかり受

け止めてやれるか、その度量が「親の器」なの

だと思う。ひびが入っていようが、少しぐらい

欠けていようが、子供が安心して飛び込めるよ

うな大きな器の親になりたいものだ。私も親と

して、まだまだ成長過程なのだと痛感する今日

この頃である。

人々の支えに感謝して
ＰＴＡ会員 安井 恵美

韓国に越してきて、早３ヶ月が経ちました。

私たち家族にとっては初めての海外生活、ここ

釜山では、日々新たな発見の連続であると同時

に、ハプニングも続出です。日本では難無くこ

なしていた些細なことでも、こちらでは苦労を

。 、 、しています しかし どんな困難な状況下でも

周囲の韓国の方が「ケンチャナヨ？」と優しく

声をかけ、手助けしてくれます。本当に有り難

く思います。それと同時に、私自身「優しさや

物怖じしない態度、積極性を見習わなければな

らない 」と、感じています。。

さて、我が子は小学部の２年生です。１クラ

ス７人の少人数である上、教科担任制というこ

とで、多くの先生方に目の行き届いた指導をし

て頂いています。先日、水泳教室の見学に行き

ました。昨年までは、クロールの息継ぎはもち

ろん、フォームもあまり上手ではなかった息子

でしたが、５日間の指導を受ける間に、随分と

泳ぎが上達していたのにはびっくりしました。

先生方の愛情のこもった温かい励ましときめ細

かい熱心な指導の賜物だと思います。本当に有

り難く、我が子の成長を嬉しく思いました。ま

た、丁度昼休みに学校へ行ったら、運動場で学

校の子ども達全員が「けいどろ」をしていまし

た。生き生きと楽しそうに走り回る子ども達の

笑顔は、皆きらきらと輝いていました。年齢男

女関係なく、みんなで遊ぶ光景もこの学校なら

ではだと思います。お兄さん、お姉さん、みん

なに遊んでもらえて、息子は幸せだなと思いま

した ４月当初は 少々ホームシックになり 日。 、 「

本に帰りたい」と言っていた息子ですが、今で

はすっかり釜山日本人学校の一員となり、毎日

楽しく学校に通っています。

現在、私たち家族が何とか異国の地で生活で

、 。きるのも 多くの人々の支えがあってこそです

周囲の人々への感謝の気持ちを忘れずに、これ

からも過ごしていきたいと思います。今後とも

どうぞよろしくお願いいたします。


